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平
成
M
年
度

魚
津
市

自主財源

51.2% 

179億4，500万円

依存財源

48.8% 

2 

園圃圃圃

般
会
計
予
算
は

1
7
9
億

4
J5
0
0
万
円
(
前
年
度
対
比

ω
%増
)

平
成
日
年
度
の
予
算
が、

3
月
市
議
会
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
と

8
つ
の
特
別
会
計
事
業
を
合
わ
せ
た
総
額
は

3
3
7
億

9
3
3
0
万
円

(前
年
度
比
例
%
増
)
で
す
。

今
回
は
新
し
い
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

分担金・負担金
5億円(27%)

使用料・手数料
3億円(19%)

県支出金
14億円(7.8%

市債

11.6億円
(65%) 

国庫支出金

11億円
(6.3%) 

1 

入(収入源)歳

市
が
自
ら
の
手
で
確
保
で
き
る
財
源

を
自
主
財
源
と
い
い

、

全
体
の

口
%

(
昨
年
別
%
)
を
占
め
て
い
ま
す
。
景
気

の
後
退
に
よ
り
市
税
、
特
に
法
人
市
民

税
の
落
ち
込
み
が
著
し
く
、

さ
ら
に
地

方
交
付
税
も
制
度
改
正
等
の
影
響
で
減

収
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
大
幅
な
財
源
不

足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
な
ど
で
対
応
し

ま
し
た
。

(
大
は
今
年
度
新
規
に
行
う
事
業
で
す

「
明
日
を
築
く
活
力
あ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

一一交
通
・
情
報
基
盤
の
構
築
の
た
め
に
「

新
た
に
吉
島
中
川
側
線
の
拡
幅
事
業
に
着

手
す
る
ほ
か
、
引
続
き
魚
津
駅
友
道
線
な
ど

の
拡
幅
や
市
道
の
改
良

・
舗
装
、
歩
道
の
景

観
整
備
な
と
住
民
に
身
近
な
道
路
整
備
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
情
報
化
の
推
進
と
し
て
戸
籍
事
務

の
電
算
化
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
窓
口
所
要
時
間
の

短
縮
を
図
り
ま
す
。

-
市
道
新
設

・
改
良

・
舗
装
事
業

4
億

2
5
6
7
万
円

.
街
路
事
業
(
魚
津
駅
友
道
線

・
魚
津
本
江

線
ほ
か
)

1
億

3
9
5
7
万
円

・
景
観
整
備
事
業

7
8
2
0
万
円

・
戸
籍
電
算
化
・

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
|

ク
シ
ス
テ
ム
導
入

5
4
6
3
万
円



一般会計予算

平
成
何
年
度

魚
津
市
予
算
紹
介

水道事業会計予算

公債費
26億円 (14.5%)
道路や学校などを作る
ために借りたお金を返す

民生費
40.4 {j意円 (22.5%)
子どもやお年寄り、
障害のある人の福祉に

その他
11.6億;円
(6.4%) 

商工費

8億円 (4.4%)
商工業や観光を盛んに

収支予算名 予算額 前年度対比

収入
6 イ意5，011 

-2.3% 
収益的収入 万円

および支出 6 イ意 0，652 
支出

万円
-1.4% 

1臥
11，意 9，080-17.0 
万円 %1 資本的収入

および支出 3fj意8，625
支出

万円
-6.9% 

農林水産業費

14.1億円(7.9%)
農業 ・林業 ・水産業の発展

土木費

17億円 (9.3%)
道路や公園の整備など

内部留保金などで補1真。

新規の配水管を 1，930m布設。

老朽管等を 1，840m更新します。

これにより、老朽石綿セメン卜

管更新事業は、概ね完了します。

|収益的収入・支出|とは、水道事

業活動による収支で、支出には

水道事業の維持管理費、支払利

息などがあります。

|資本的収入・支出|とは、水道施

設の拡張、改良をするための収

支で支出には建設改良費、企業

債償還金などがあります。

出(お金の使い道)歳

農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
に

水
産
業
の
振
興
と
し
て
、
水
産
物
荷
さ
ば

き
施
設
に
助
成
す
る
ほ
か
、
経
田
漁
港
施
設

の
整
備
補
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
新
規
担
い
手
農
家
、

集
落
営
農
、
園
芸

・
特
産
物
振
興
支
援
な
ど

を
実
施
、
意
欲
あ
る
農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
農
道

・
林
道

・
用
水
路
の
整
備
な

ど
農
林
業
の
基
盤
整
備
を
引
続
き
行
う
ほ
か
、

新
た
に
間
伐
材
の
処
理
加
工
施
設
に
助
成
し

ま
す
。

2
年
目
と
な
る
総
合
計
画
第

7
次
基

本
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
行
う
こ
と
と

し
、
特
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
整
備
、
産

業
の
振
興
、
社
会
基
盤
の
整
備
、
福
祉

施
策
の
充
実
、
市
民
と
の
連
携
に
よ
る

社
会
苅
つ
く
り
等
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

市
制
日
周
年
の
節
目
の
年
に
活
力
あ
る

元
気
都
市
“
魚
津
"
の
ま
ち
♂
つ
く
り

に
向
け
た
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

大
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
(
水
産
物
荷
さ

ば
き
施
設
)

5

億

4
4
1
6
万
円

大
新
規
担
い
手
規
模
拡
大
支
援
事
業

1
2
0
0
万
円

・
農
道
、
用
水
路
の
整
備

9
2
5
0
万
円

・
林
道
、
森
林
の
整
備

l
億

3
4
5
9
万
円

・
土
地
改
良
事
業
負
担
金

・
補
助
金

5
0
7
3
万
円

工
業
・
璽
宋
・
観
光
の
振
興
の
た
め
に

雇
用
の
確
保
、
市
の
活
性
化
の
た
め
企
業

誘
致
施
策
と
し
て
進
出
企
業
の
助
成
措
置
を

講
じ
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
空

き
届
舗
対
策
の
支
援
や
鴨
川
沿
い
を
快
適
な

商
環
境
に
整
備
す
る
ほ
か
(
仮
称
)
鴨
川
公
園

が
今
年
度
に
完
成
し
ま
す
。

-
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業
5
憶

4
7
2
0
万
円

大
ま
ち
すつ
く
り
総
合
支
援
事
業
(
鴨
川
沿
い

の
整
備
)

6

1

0

0

万
円

・
中
心
市
街
地
整
備
事
業
(
仮
称
)
鴨
川
公
園
ほ
か

8
3
5
0
万
円

大
量
気
楼
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
霊
気
楼
展
7
0
6
万
円

g 



一快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
の
た
め
に
一

市
街
地
の
浸
水
対
策
と
し
て
小
河
川
の
改

修
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
引
続
き
村
木

地
区
の
融
雪
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

-
融
雪
施
設
整
備
事
業
(
村
木
地
区
)

1
0
1
0
万
円

・
雨
水
排
水
対
策
事
業
(
小
河
川
改
修
整
備
)

4
5
0
0
万
円

く
ら
し
の
安
心
・
安
全
性
の
確
保
の
た
め
に

災
害
時
の
宿
泊
避
難
所
と
な
る
百
楽
荘
、

公
民
館
な
ど
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
ほ
か
、

化
学
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
、
消
火
栓
等
の

消
防
施
設
整
備
、
引
続
き
救
急
救
命
士
を
養

成
し
市
民
の
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

大
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

5
1
3
0
万
円

6
5
7
万
円

• • i年
急救公
傾急、共
斜救施
地命設
崩士耐
壊養震
対成調
策重査
事委
砦 7
1 ~_;:人
0口 2 目
l 只 1~ 
o地 8
万里万
円円

4 

「
自
然
と
共
生
す
る
魅
力
あ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

一循

環

型

社

会

の

構

築

の

た

め

に

一

4
月
か
ら
祝
日
で
も
も
や
せ
る
ご
み
を
収

集
し
ま
す
。
ま
た
、
常
設
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
設
し
、
ビ

ン
、
缶
、
新
聞
紙
等
の
資

源
物
の
持
込
が
毎
日
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

容
器
包
装
廃
棄
物
分
別
収
集
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
地
区
を
定
め
、
説
明
会

・
分
別
収
集

を
実
施
し
、
同
年
度
ま
で
に
全
地
区
で
実
施

し
ま
す
。

-
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

1
5
6
6
万
円

大
低
公
害
車
導
入

2
6
0
万
円

食
容
器
包
装
廃
棄
物
分
別
収
集
拡
大
モ
デ
ル

事
業

8
5
2
万
円

特別会計予算は
158億 4，830万円

特別会計とは、ある特定の事業を行う場

合に、一般会計 (市の一般的な行政活動に

対する経理)とは区別して行う会計のこと

です。主に、その事業による収入によって

経理を行います。

「
安
心
し
て
健
や
か
に
く
ら
せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

一安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
福
祉
の
形
成
の
た
め
に
…

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
市

内
4
館
目
と
な
る
(
仮
称
)
吉
島
児
童
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
住
吉
小
学
校
で
新
た
に
学
童
保

育
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
予
防
事
業
や
生
き
が

い
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

-
(
仮
称
)
吉
島
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

-
億

3
7
4
4
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
(
未
就
学
児
ま
で
の
医

療
費
無
料
)

l

億

0
2
5
1
万
円

・
少
子
化
対
策

(
子
ど
も
放
課
後
週
末
活
動
支
援
事
業
、
延

長
保
育
、
乳
児
保
育
等
)

8

0
7
9
万
円

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
事
業

2
5
1
5
万
円

・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

2
7
0
0
万
円

・
介
護
予
防

・
生
活
支
援
事
業

2
9
4
9
万
円

一自

然

環

境

の

保

全

と

活

用

霊
気
楼
に
つ
い

て
、
引
続
き
海
上
気
象
デ
ー

タ
を
測
定
し
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

す
る
こ
と
に
よ
り
将
来
的
に
発
生
の
予
知
に

つ
な
げ
ま
す
。

-
鳥
獣
害
防
止
事
業
(
発
信
機
設
置
、
猿
害

防
止
植
樹
、
猿
害
防
止
柵
な
と
)
2
3
0
万
円

・
霊
気
楼
観
測
事
業

1
2
0
万
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

4
9
3
2
万
円

特別会計予算額 ( )内は前年度比

¥総額158億 4，830万円(+0.2%) 4 

下水道事業 28億9，800万円 ( +5.2%) 

農業集落排水事業 8億9，000万円 ( -39.9%) 

簡易水道事業 5700万円 ( -72.5%) 

国民健康保険事業 33億8，000万円 ( +3.2%) 

老人保健医療事業 53億0，250万円 (-1.1%) 

介護保険事業 27億5，830万円 ( +22.0%) 

水族館事業 2億0，750万円 ( -1.6%) 

C A T V 事業 3億5，500万円 ( +31.2%) 



平
成
何
年
度

魚
津
市
予
算
紹
介

人
• 

文
化
を
育
む
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

一明
日
の
魚
津
を
築
く
ひ
と
づ
く
り
の
た
め
に
一

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
事
業
、

外
国
語
指
導
助
手
の
増
員
、
学
校
図
書
館
司

書
の
増
員
な
ど
学
校
教
育
環
境
の
充
実
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
完
全
学
校
週

5
日
制
に
対

応
し
て
、
小
中
学
生
に
公
民
館
等
が
中
心
と

な
っ
て
週
末
活
動
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

女
給
食
セ
ン
タ
ー
建
替
事
業

(
H
・
日

年

度

継
続
事
業

)

3

億

6
2
4
2
万
円

女
子
ど
も
放
課
後

・
週
末
活
動
支
援
事
業

1
4
0
万
円

-
「
3
歳
親
子
」
「
元
気
な
魚
津
っ
子
」

「
日
歳
の
挑
戦
」
事
業

2
9
5
万
円

・
学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業

(
2
校
か
ら

4
校
配
置
)

1

4

9

万
円

一交
流
と
連
携
に
よ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

…

洗
足
短
大
施
設
の
利
活
用
で
あ
る
(
仮
称
)

に
い
か
わ
学
び
の
森
交
流
館
で
の
音
楽
関
連

事
業
、
生
涯
学
習
事
業
な
ど
各
種
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

学
校
週

5
日
制
が
完
全
実
施
と
な
り
、
ま

す
ま
す
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
公
民
館
に

つ
い
て
、
計
画
的
に
大
規
模
修
繕
を
行
い
ま

す。大
(
仮
称
)
に
い
か
わ
学
び
の
森
交
流
館
関
連

事
業

9
9
6
8
万
円

・
公
民
館
改
修
事
業
(
上
野
方
、
松
倉
公
民
館
)

1
9
0
0
万
円

1
2
9
万
円

大
ま
ち
。
つ
く
り
有
識
者
会
議

一文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
一

文
化
面
で
は
、
新
川
文
化
ホ
l
ル
の
市
主

催
事
業
と
し
て
、
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
フ
ィ

ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
「
中
村
雅
俊
」

な
と
の
公
演
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ

ー
ト
ボ

l
ド
が
で
き
る
桃
山
運
動
公

園
舗
装
広
場
、
総
合
公
園
バ

l
ク
ゴ
ル
フ
場

の
利
用
開
始
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な

ニ
l
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
事
業
を
実
施
し
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

-
桃
山
運
動
公
園
築
造
事
業

6
6
9
0
万
円

品
川
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

1
0
0
7
万
円

-
新
川
文
化
ホ
ー
ル
自
主
企
画
事
業

1
2
5
0
万
円

下

水

鑓

事

器

下
水
道
事
業
を
行
い
、
川
や
海
な
ど
の
水

を
汚
さ
な
い
快
適
な
環
境
c

つ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

・
公
共
下
水
道
事
業
叩
億

3
4
9
4
万
円

.
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

4
億

0
0
1
9
万
円

2
4
1
1
万
円

3
億

0
2
4
1
万
円

-
都
市
下
水
路
事
業

・
下
水
道
管
理
費

島
器
告
制
務
排
水
害
器

農
村
部
に
お
け
る
下
水
道
事
業
で
す
。
着

工
中
の
上
中
島
地
区
、
加
積
片
貝
地
区
に
加

え
て
石
垣
新
地
区
で
着
工
し
、
松
倉
地
区
の

調
査
に
入
り
ま
す
。

・
上
中
島
地
区

・
加
積
片
貝
地
区

.
石
垣
新
地
区

-
億

0
6
0
5
万
円

2
億

6
2
9
5
万
円

l
億

5
1
9
5
万
円

か 山
所聞
の部

E引易
幻|氷

室主|鑓:
し業

ご+1串
τ乞 o

t君|器

箇国
民
健
康
保
険
事
器

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
の
支
払

ゃ
、
病
気
の
早
期
発
見

・
治
療
を
目
的
と
し

た
「
人
間
ド
ッ
ク
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

会現量 701者
究主害額|人
宅2ま|偲
ちを語|健
者2量|医
ht伝言|穆
?手引事
i、き|露
。与

:現ごま:介|合
人在ま口 |護
で介すまムを IEff~ 
す護 o 1;こへ必|広岩

132f|偲
品安 LZ|除
象 JLスに
百 議主聖|事
ベ キ目干
約ぞ柔?I器
l 行施介
2 っし護

水

5長

事

器

錨

様
々
な
特
別
展
を
開
催
し
て
、
よ
り
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
る
水
族
館
を
め
ざ
し
ま
す
。

開
問
問
附
州
国

春

か

え

る

展

夏

び

っ

く

り

!
海
の
幸
展

正

月

イ

セ

エ
ビ
展

今年度もみなさんに親しまれる特

別展を開催します。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
で
地
域
に
根
づ
い
た
情
報

を
発
信
し
ま
す
。

5 



市
政
の
動
き

3
月
市
議
会
定
例
会

議
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
案
件

。
予
算
関
係

V
平
成
凶
年
度
魚
津
市

一
般
会
計

予
算。

下
水
道
ほ
か
、
農
業
集

落
排
水

・
簡
易
水
道

・
国
民
健

康
保
険

・
老
人
保
健
医
療

・
介

護
保
険

・
水
族
館

・
C
A
T
V

事
業
の
各
特
別
会
計
予
算
、
水

道
事
業
会
計
予
算
。

(
2
1
5

ペ
ー
ジ
で
概
要
紹
介
)

V
平
成
日
年
度
魚
津
市

一
般
会
計

補
正
予
算

V
平
成
日
年
度
魚
津
市
下
水
道
ほ

か
、
農
業
集
落
排
水

・
簡
易
水

道

・
国
民
健
康
保
険

・
老
人
保

健
医
療

・
介
護
保
険

・
水
族
館

事
業
の
各
特
別
会
計
補
正
予
算

。
条
例
の
制
定

V
公
益
法
人
等
へ
の
魚
津
市
職
員

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

V
魚
津
市
基
金
条
例
の
制
定

V
魚
津
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
制
定

V
魚
津
市
文
化
財
保
護
条
例
の
制
定

。
条
例
の

一
部
改
正

V
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例

3
月
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月

4
日
か
ら
叩
日
ま
で
の
叩
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成
昨
年
度
魚
津
市

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
や
条

例
な
ど
羽
議
案
で
、
す
べ
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

V
職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す
る

条
例

V
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
税
条
例

V
魚
津
市
商
工
業
振
興
条
例

V
魚
津
市
農
林
災
害
復
旧
事
業
及

び
農
林
漁
業
に
関
す
る
事
業
分

担
金
徴
収
条
例

V
魚
津
市
農
村
下
水
道
条
例

V
魚
津
市
漁
港
管
理
条
例

V
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例

V
魚
津
市
都
市
公
園
条
例

V
魚
津
市
下
水
道
条
例

V
魚
津
市
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
闘
す
る
条
例

V
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

。
そ
の
他
の
案
件

V
東
山
地
内
の
企
業
立
地
推
進
に

伴
う
土
地
売
り
渡
し
の
議
決

V
市
道
路
線
の
認
定

・
上
本
江
大
座
川
側
線

-
本
江
東
台
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
線

.
本
江
ワ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
線

の
3
路
線

V
市
道
路
線
の
変
更

・
立
石
団
地

6
号
線

・
坪
野
北
山
線

・
出
金
山
谷
線

・
金
山
谷
線

の
4
路
線

. 
経営者・起業家・勤労者のみなさんヘ 砂問合せ先

市の各種融資制度をご利用ください。
市役所3階商工観光課

商工労働係

詳しい条件など、お気軽に問い合せください。 ~ 23 -1 025 

資 金 名 融 資 対
限度額返済期間利 率保証人

-従業員20人 (商業 ・サービス業5人)以下
5年以内

年1.85%
1人以上 市

県小口事業資金 1.250 ※ 7年以 (無保証 内

斡旋保証融資
-原則市内で 1年以上同 の事業を引き続き営む方

万円 内の場合
保証料

人制度あ の
-県税及び市税を完納している方

もあリ
年0.5%

り)
銀

運転資金
f丁

-住民登録者で 25才以上の方 ・同 業種に 3年以 設備資金
上勤務し、市内に同 事業を新たに開業する方 年1.85%

魚津市独立開業
-製造業、建設業、卸小売業、飲食業 (遊興、娯楽 500万円

5年以内
保証料 2人以上 用

資 金 ( 1年据置) 金
関係除く)、 クリー二ング業、印刷業、理容業ほか 年0.6% 庫
-県税及び市税を完納している方 な

ど

魚津市商工業
-従業員20人(商業 ・サ ビス業5人)以下 金融機関 の

振興資金
-原則市内で 1年以上同ーの事業を引き続き営む方 事業資金 200万円 6か月以内 年175% の方法に 取

-県税及び市税を完納している方 よる 扱

金

魚津市勤労者
-魚津市に 1年以上在住している中小企業等に働く

原則 1人
融

生活安定資金
従業員のうち、当該中小企業等の在職期聞が2年 生活資金 70万円 4年以内 年2.9%

以上
機

以上である方 関

一



は

魚

津

周

50 

市
d
H刊
咽

止
巾魚

津
市
長

石
川

魚
津
市
は
、
昭
和
幻
年
4
月
l

日
に
、

一
町
十
一
か
村
が
合
併
し
、

県
下
4
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。

市
制
施
行
間
も
な
く
の
大
洪
水

や
昭
和
白
年
に
は
魚
津
大
火
を
経

験
す
る
な
ど
、
幾
多
の
災
害
に
も

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
先
人
の
方
々

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
様
の
英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
お
陰
に
よ
り

見
事
に
復
興
し
、
今
日
ま
で
近
代
都
市
と
し
て
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
別
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
第

3
次
魚
津
市
総
合
計
画
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、

「
人
と
自
然
と
文
化
が
共
生
す
る
元
気
都
市
"
魚
津
“
」

を
市
の
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
市
制
日
周
年
と
い
う
こ
の

大
き
な
節
目
の
年
を
契
機
に
、
先
人
た
ち
が
残
し
た
貴
重
な
財
産
を
い
か

し
、
新
た
な
時
代
に
夢
と
希
望
の
も
て
る
住
み
よ
い
魚
津
に
す
る
た
め
の
、

よ
り
一
層
の
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
「
市
民
と
の
対
話
と
協
調
」
を
基
本

と
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
c

つ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市
勢
発
展
の
た
め
よ
り

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

4
月
幻
日
出
に
市
制
印
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。

時
間

午
前
叩
時
か
ら

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル
(
大
ホ

ー
ル
)

※
式
典
終
了
後
、
午
前
日
時
叩
分
か
ら
市

内
保
育
園
、
小
・
中
・
高
校
生
、
社
会
人

に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
を
行
い
ま
す
。

市
政
の
動
き

市
制
印
周
年
記
念
事
業

「開運!なんでも鑑定団

総半季}

あ
な
た
の
家
に
眠
っ
て
い
る
「お
宝
」
鑑
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

古美術・骨量・アシティーク…

自慢の「お宝J見せてくださω!

市
制
印
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
「
関
連
!

な
ん
で
も
鑑
定
団
出
張
鑑
定

i
n
魚
津
」
を

8
月
日
日
同
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
自
慢
の
「
お
宝
」

(
特
に
魚
津
な
ら
で
は
の

も
の
)
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1

l

i

l

l

-

-

ぽ
圏
直

二
削
船
潮
議
官
Eld

-
応
募
用
紙
に
、
①
鑑
定
品
目

-
語
子

、

‘可
〆
J
J

②

お

宝

の

由

来

(

詳

し

く

)

温

同

rp
p
id
i

--

③

住

所

④

氏

名

⑤

年

齢

町三

川

/

J
4

⑥
職
業
⑦
連
絡
先

-
一
川

‘
.

.

 

，fp
 

③
本
人
評
価
額

三
厩
法
幽
掴
園
・
・
・
・

以
上

8
項

目

を

記

入

二

ι
イ
凶
・

・
お
宝
の
写
真
(
全
体
、
拡
大
、
印
章

・

三
可
E
け
け
1
ぺ
胃
a
R
J
F

銘

・
落
款
な
ど
判
断
材
料
と
な
る
も
の
)
ぃ
跡
見
町
三
る
ド
ペ
J
』

を
添
付

ldE寸
ll.-

，

e

・

匂
吋
主

・
圃

RIBa-

※
写
真
は
お
返
し
出
来
ま
せ
ん
。

F
!し
一一

阿
川
川
出
国

同
問
問
団
畑
町
阿
川
崎
駅
間
川
崎
問
問
問
問
山

※
メ
ー
ル
で
の
応
募
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

-
応
募
用
紙
は
広
報
に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
場
合
は

電
話

・
メ
l
ル
に
よ
り
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

E
K巳
2
1
Y
@
2け
可
・
戸
O
N
ロ
Z
MR
E
g
]匂

魚
津
市
ホ

l

ムペ
l
シ

F
2
q
¥
¥老
巧
者
己
主
-
己
O
N
C
-
H
O
U刊
日
目
白
・
忌
¥

阿
川
川
団

5
月
白
日
樹
、
必
着

【
「
お
宝
」
募
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
提
出
先
】

干

9
3
7
・
8
5
5
5
(住
所
不
要
)

魚
津
市
役
所
企
画
広
報
室
内
『
出
張
鑑
定
お
宝
募
集
』
係

E
n
-
-
0
1
6
(市
企
画
広
報
室
秘
書
係
)

【
番
組
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
}

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ

8
0
7
6
・
4
4
2
・
7
0
0
0

明

U



い
ざ
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、

そ
し
て
在
宅
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合

は
ど
の
よ
う
な
施
設
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

今
回
は
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
施

設
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
治
療
が
中

日
常
時
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は
u

.
介
護
が
困
難
な
お
年
寄
り
の
場
合

入
所
し
た
人
の
た
め
に
作
成
さ
れ

た
計
画
に
基
づ
い
て
、
入
浴

・
排

池

・
食
事
な
ど
の
介
護
、
相
談
お

よ
び
援
助
、
そ
の
他
の
日
常
生
活

上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管

理
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

心
か
、
介
護
が
中
心
か
、
ま
た
ど
の
程

度
医
療
上
の
ケ
ア
が
必
要
か
な
ど
の
状

態
に
よ
っ
て
入
所
す
る
施
設
を
選
択
し

ま
す
。
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
施
設

に
は
次
の

3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

日
病
状
が
安
定
期
に
あ
り
、
治
療
よ
…

“
り
も
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

・
看
護

・
介
護
を
中
心
と
し
た
ケ
ア
…

日を
必
要
な
お
年
寄
り
の
場
合

:りわ状急;
.のたが性:
場る安期j
台療定の;
養期治;
がに療;
必あが;
要つ終;
なてわ:

お長り ;
年期 、

寄に症;

医
療
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、

医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護

や
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、

機
能
訓
練
、
必
要
な
医
療
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
要
介
護
者
の
認
定
を
受
け
た
人
が
対
象
で
あ
り
、
要
支
援
も
し
く
は
非
該
当
の
人
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

医
師
に
よ
る
医
療
ケ
ア
や
、
日
常

動
作
訓
練
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
体
位
変
換

・
清
拭

・
食
事

・

入
浴
等
、
日
常
生
活
の
お
世
話
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

。市内には以下のような施設があります。※利用料金等は各施設へお問合せください (

~24-6126 

~24-76g1 

~24-3080 

~23-6388 

224-7671 

~23-6366 

g 

~24-3800 

~22-0888 

~31-6200 

友
一九
一時
一間
東尾崎

道

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を

訓
判
田
周
占
q
ノス
uvyい
凶

um--.

ま
ず
、
市
の
高
齢
介
護
課
に
要
介
護
認

定
の
申
請
を
し
て
、
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

お
考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
V
問
合
せ
先

市
役
所

一
階

高

齢

介

護

課

宮
お
・

1
1
4
8

介護老人福祉施訳

特別養護老人ホーム新川ヴィーラ

介護老人保健施

魚津老人保健施設

新川老人保健施設

老人保健施設「ちょうろく」

介護療養型医療施設

魚津病院

うらた病院

新川病院

平井整形外科病院

深川病院

連絡先所在地

大光寺

一
一拍

子I百

墨n.

設



4月1日から
常設資源物ステーションを開設します。

月

l
回
の
資
源
物
回
収
目
、
「も

っ
と
回
収
回
数
が
増
え
た
ら
い
い

の
に
・:
。
」
と
思
っ
て
い

た
市
民
の

皆
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
資
源
物
を
出
す
機
会
を
増
や
し
、
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す

る
た
め
常
設
の
資
源
物
ス
テ
ー

シ

ョ
ン
を
開

設
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
資
源
物
回
収
の
日
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
ご
家
庭
で
、

一
定
量
た

ま
っ

た
時
に
自
分
で
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

開
設
場
所

魚
津
市
青
柳
9
5

(伺
ミ
ナ
ミ
敷
地
内
)

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

開
設
時
間

~ーーー\

東山橋

Eヨ.no.

片
貝
川

介
護
施
設
紹
介

常
設
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

-セイキ

Ej_ilDl 

回ご
中
を
空
に
し
て
水
洗
い
を
し
、

無
色
透
明
、

茶
色
、
青
緑
色
、

黒
色
の
4
色
に
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

分ア中 IA I 
別ルを l.hiLO'I 
しミ空 団ー与|
て符に 戸二二二弓

く E しげ~ I
だスて 川 幽
さチ護 」 己

。告l

キ

ャ
ッ
プ

を
取
り
外
し
て

(
キ
ャ

ッ
プ

は
も
や
せ
な

い

ゴ
ミ
)
中
を
空
に
し
て
水
洗

い
を
し
、

つ
ぶ
し
て
小
さ
く

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク
も
持
込
み
可
能
で
す
。

V
問
合
せ
先

環境係からのお知らせ ，、、〆

4
月
か
ら
、
も
や
せ
る
ご
み
に
つ
い
て

は
、
収
集
日
が
祝
日
の
場
合
で
も
収
集
を

行
い

ま
す
。
な
お
、
も
や
せ
な
い
ご
み
に

つ
い
て
は
、
処
理
場
が
祝
日
に
整
備
等
を

行
う
た
め
、
翌
日
等
に
振
り
替
え
て
収
集

を
行
い
ま
す
。

(
5
月
の
連
休
期
間
、
お

盆
、
年
末
年
始
は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。
)

詳
し
い
収
集
日
に
つ
い

て
は
、
別
に
配

布
し
ま
し
た

「
地
区
別
の
ご
み
・
資
源
物

の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戸、ぜ

-
実
施
す
る
目、

汚
泥
の
収
集
場
所
等
を
、

事
前
に
市
民
生
活
課
環
境
係
ま
で
連
絡
0

・
汚
泥
は
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
製
の
箱
な

ど
に
入
れ
な
い
で
、
閣

四
川
聞
を
収
集

場
所
に
固
め
て
お
く。

・
汚
泥
以
外
の
ご
み
は
、
「
も
や
せ
る
ご

み
」
と
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」
に
分
別

し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

用
の
ご
み
袋
(
事

前
に
市
民
生
活
課
環
境
係

で
お
渡
し
し

ま
す
。
)に
、
入
れ
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
l
階
市
民
生
活
課
環
境
係

岱
お
・

1
0
4
8

g 



強いのひるほ

毎
年
、
魚
津
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
「
蝶
六
街
流
し
」
。
伝

統
的
な
蝶
六
が
、
昨
年
、
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
新
蝶
六
と
し

て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
新
蝶

六
を
考
案
し
た
グ
ル
ー
プ
の
一
つ

イ
ズ

蝶
六
・
1

8

「
バ
タ
フ
ラ
イ
ダ
ン
ス
」

ト
住
吉
蝶
六
同
好
会
の
み
な
さ
ん

ハワイでは同好会に一般参加の魚津市民も加わりパレードに参加しました。

が
下
中
島
地
区
の
女
性
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
「
住
吉
蝶

六
同
好
会
」
で
す
。

新
蝶
六
は
魚
津
市
出
身
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン

O
T
O
(
お
と
)
さ
ん
が

従
来
の
蝶
六
音
頭
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
、
同
好
会
で
は
、
昨
年

夏
の
夕
日
の
ペ

ー
ジ
ヱ
ン
卜
に
こ

の
曲
に
あ
わ
せ
た
、
手
踊
リ
と
一
扇

子
踊
り
の

2
パ
タ
ン
を
創
作
、

演
舞
し
、
「
新
し
い
中
に
も
は
ね

そ
な
ど
の
伝
統
的
な
部
分
も
見
え

る
元
気
な
踊
リ
」
と
好
評
で
し
た
。

先
月
、
住
吉
蝶
六
同
好
会
は

「
た
て
も
ん
」
と
共
に
ホ
ノ
ル
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
、
一
般

参
加
の
魚
津
市
民
も
加
わ
っ
て
伝

統
的
な
蝶
六
と
新
蝶
六
踊
り
を
舞

い
、
後
に
続
く
た
て
も
ん
曳
き
ま

わ
し
の
露
払
い
役
を
務
め
ま
し
た
。

蝶
六
は
扇
子
を
く
る
く
る
と
回
し
、

蝶
が
舞
う
よ
う
に
踊
る
様
が
日
本

的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
大
好

評
、
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ダ
ン
ス
」
と
称

さ
れ
拍
手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

同
好
会
派
遣
メ
ン
バ

ー
代
表
の

寺
田
祥
子
さ
ん
は
「
こ
の
日
の
た

め
に

2
月
か
ら
毎
晩
み
ん
な
で
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の

応
援
が
す
ご
く
て
、
踊
っ
て
い
る

私
た
ち
自
身
も
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。
」
と
パ
レ
ー
ド
後
の
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

住
吉
岡
好
会
は
パ
レ
ー
ド
前
日

に
現
地
入
り
し
、
明
け
て
翌
日
に

本
番
に
臨
む
な
ど
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
し
た
が
、
踊
リ
を
終
え
て
、

「
ホ
ノ
ル
ル
市
民
の
大
歓
迎
が
励

み
に
な
っ
た
。
」
「
パ
レ
ー
ド
中
に

応
援
し
て
く
れ
た
海
外
の
人
に
扇

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
」

と
満
足
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

「
踊
り
」
は
言
葉
の
壁
を
越
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
踊

リ
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
つ
の
ま

に
か
見
る
者
も
、
元
気
に
し
て
し

ま
い
ま
す
。
住
吉
蝶
六
同
好
会
の

こ
う
し
た
活
動
は
、
元
気
都
市
を

め
ざ
す
魚
津
の
ま
ち
づ
く
リ
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

魚
津
市
が
誕
生
し
て
印
年
、
新

た
に
元
気
な
文
化
が
芽
生
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

パレー ド前には、コンペンションセン

ターで、元気いっぱいに踊りを披露。

mω 
訂
l
u

告と

π気
今
、
J

:林

ゅ

う

と

悠
斗
く
ん

一出
一小
林

誠

・
小
百
合
さ
ん
夫
妻
の
お
子
さ
ん

日平
成
日
年

5
月
初
日
生
ま
れ

【
お
母
さ
ん
の
一
言
】

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ね

ひ
ろ
や
す

弘
泰

石
塚

六
郎
丸

石

塚

浩

司

・
智
美
さ
ん
夫
妻
の
お
子
さ
ん

百平
成
日
年
印
月
5
日
生
ま
れ

【
お
母
さ
ん
の
一
言
〕

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね く

ん

元
気
ク
ン

・
ス
ク
ス
ク
ち
ゃ
ん
募
集
!

(毎
月
2
名
先
着
順
)

ご
希
望
の
方
は
企
画
広
報
室

広
報
広
聴
係

s
n
・
1
0
1
5
ま
で



日時 4月14日(日)午後 1時から

場所 市役所 2階第 1会議室 ※参加無料

「雨に唄えば'J(1952年 ・円リカ)をよ映します。

砂問合せ先 市役所 2階企画広報室

男女協力・国際係 1i23-1017 

てし

f
〉

場

や

/

一

登

人

ん

に

る

0

・い

ん

け

す

γ

に

さ

だ

ま

r
〈

な
。
た
い

F

み

す

い

て

ノ

、
で
て
し

ふ

は

ジ

出

集

~

ぱ

一

に

募

弘

ろ
ぺ

一
を

h
民

ひ
く
ナ
プ
恥
で

の
だ

一一

」
、

い
た
コ
ル

憩
い
各
グ

「

ジョン君は、ホームステイをしながら新川高校に通っています。

日
本
で
の
経
験
は

書
き
切
れ
な
い
ほ
ど

で
す
が
、
そ
れ
全
部

を
こ
の
小
さ
い
記
事

に
ま
と
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
簡
単

な
こ
と
だ
と
は
言
え

な
い
で
し
ょ
う
。

私
は
カ
ナ
ダ
の
セ

ン
ト
カ
サ
リ
ン
ス
市
か
ら
来
ま
し

た
。
セ
ン
ト
カ
サ
リ
ン
ズ
市
は
人

口
が
日
万
人
で
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
か
ら
車
で
市
八
力
か
か
り
ま
す
。

最
初
、
日
本
に
行
く
の
は
あ
ま
り

楽
し
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
考
え
れ
ば
日
本
ほ
ど
ま
た
来

た
い
国
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
来
た
時
、
日
本
語
も
話

せ
な
か
っ
た
し
、
日
本
と
は
ど
う

い
う
国
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
は
、

7
か
月
前
で
す
。

そ
の
問
、
文
化
よ
り
言
葉
を
身
に

つ
け
る
の
が
一
番
難
し
か
っ
た
で

す。

一
所
懸
命
勉
強
し
て
、
口
|

タ
リ
ク
ラ
ブ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
皆
さ
ん
、
友
達
と
学
校
の
先
生
、

他
の
交
流
生
の
お
蔭
で
、
日
本
に

は
慣
れ
て
、
日
本
が
好
き
だ
と
感

じ
て
き
ま
し
た
。

新
川
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、

私
の
本
当
の
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
た
ち
と
学
生
は
素
晴
ら
し
い

で
す
。
毎
日
、
皆
さ
ん
が
挨
拶
し

ZZまま企画広報室 CTEL23 -1015)までご連絡ください

日本に来て成長したような気がします。

イさん (カナダ)エンウグリ• ンヨジ

憩
い
の
ひ
ろ
ば

て
く
れ
た
リ
、
友
達
に
も
先
生
に

も
日
本
語
の
勉
強
を
手
伝
っ
て
頂

き
ま
す
。
こ
う
い
う
小
さ
い
こ
と

が
一
番
感
謝
し
た
い
こ
と
で
す
。

今
、
私
は
日
本
を
第
二
の
故
郷
と

感
じ
ま
す
。
料
理
は
お
い
し
く
、

和
風
料
理
が
大
好
き
で
す
。
け
れ

ど
、
納
豆
、
梅
干
と
蒲
鉾
が
嫌
い

で
す
。去
年
の
8
月
に
日
本
に
来
て
、

今
年
の
8
月
に
帰
り
ま
す
。
あ
と

5
か
月
も
あ
る
け
れ
ど
、

5
か
月

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
の
時

聞
が
あ
っ
と
い
う
聞
に
お
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
日
本
に
い
る
聞
は
、

大
変
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
、

人
と
し
て
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
白
八
刀
H

か
こ
こ
ま
で
生
き
て
こ

れ
た
こ
と
を
誇
リ
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
色
々

な
こ
と
が
私
を
待
ち
う
け
て
い
る

と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

に
帰
っ
て
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
私

を
待
ち
受
け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
機
会
を
私
に
く

だ
さ
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や

魚
津
市
民
、
友
達
、
家
族
に
も
お

礼
を
申
し
ょ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
い
る
聞
は
毎
日
H

か
挑
戦
で
、

素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
が
格
。
-π
気
じ
る
し

上
中
島
小
学
校
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

ど
/

了

上
中
島
小
学
校
で
は
、

3
年
生

か
ら
6
年
生
ま
で
の
希
望
者
市
人

が
、
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
配

食
サ
ビ
ス
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

上
中
島
地
区
で
は
、
6

年
前
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
り
ん
り

ん
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
地
区
の
お
年
寄
り
に

お
弁
当
を
作
り
、
届
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
毎
月
2
回
(
第
2
、

第
4
土
曜
日
)
、
「
り
ん
り
ん
の
会
」

の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
お
弁
当
の

盛
り
つ
け
を
し
た
り
、
手
紙
を
書

い
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
が

出
来
上
が
る
と
、
車
で

一
軒

一
軒

届
け
に
行
き
ま
す
。

お
弁
当
を
手
渡
す
時
が
一
番
楽

し
み
で
す
。
な
ぜ
な
ら
弁
当
を
持
っ

て
い
く
と
、
「
あ
り
が
と
う
。
い

つ
も
お
い
し
い
よ
。
」
と
、
と
て

も
喜
ば
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
言

葉
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
あ
た
た

か
い
気
持
ち
に
な
り
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
た
い
な
と
感
じ
ま

す。
地
区
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で

6
年
間
も
続
い
て
き
た
こ
の

活
動
に
、
私
た
ち
も
協
力
す
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。
今
年
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

;来月の元気じるしは

:松倉小学校の予定です。j

訂
H
U

訂
け
U
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卒
業
記
念
に
「
憩
い
の
池
」

上
野
方
小

3

/
叩

さ
よ
な
ら
、
そ
し
て
、

完
成

3
月
8
目
、
よ
野
方
小
学
校
の

校
庭
に

6
年
生
の
卒
業
記
念
と
し

て
「
き
ら
ら
の
池
」
が
造
成
さ
れ
、

完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
小
の

6
年
生
は
総
合
的
な
学

習
(
き
ら
ら
タ
イ
ム
)
の
一
環
と

し
て
近
く
の
大
座
川
に
棲
む
生
物

の
採
集
や
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
学
習
を
通
じ
て
「
卒
業
を
記

念
し
て
、
大
座
川
の
生
き
物
を
飼

育
で
き
る
池
を
造
り
た
い
」
と
の

声
が
上
が
り
、
地
元
企
業
の
協
力

を
得
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。

式
の
後
、
子
ど
も
た
ち
が
池
に

カ
ジ
カ
や
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を

放
す
と
、
魚
は
元
気
良
く
泳
い
で

い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
洗
足
学
園

洗
足
学
園
魚
津
短
大
最
後
の
卒
業
式

3
月
叩
目
、
洗
足
学
園
魚
津
短
大
最
後

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
1
1
1
人

が
巣
立
ち
、
短
大
は
開
学
か
ら
2
年
間
の

歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

式
で
は
卒
業
生
代
表
が

「
こ
の
短
大
の

卒
業
生
と
し
て
胸
を
張
っ
て
生
き
て
行
き

ま
す
。
」
と
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
「
母
校
が
な
く
な
る
の
は
や

は
り
寂
し
い
で
す
。
」
と
涙
を
浮
か
べ
名

残
を
惜
し
む
学
生
も
い
ま
し
た
。

洗
足
学
園
魚
津
短
大
は
音
楽
文
化
や
女

子
野
球
大
会
な
ど
大
き
な
文
化
遺
産
を
魚

津
に
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

そ
の
文
化
の
灯
は
輝
き
続
け
る
で
し
ょ
う
。

~(2 

3

/
叩

気
合
一
閃
!
真
剣
勝
負

天
神
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
大
会

3
月
叩
日
、
天
神
公
民
館

体
育
施
設
で
、
第
1
回
天
神

杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ

ラ
大
会
が
開
催
さ
れ
市
内
外

か
ら
約
刊
人
が
参
加
し
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
は

空
気
を
入
れ
た
ソ
フ
ト
な
剣

を
使
い
、
体
の
ど
こ
か
を
た

た
か
れ
れ
ば
負
け
の
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
で
す
。

天
神
地
区
で
は
、
昨
年
か
ら

こ
の
ス
ポ
ツ
を
振
興
し
て

お
り
、
今
回
の
大
会
は
県
内

で
も
初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
し
た
選
手
た
ち
は
剣

を
手
に
素
早
い
動
き
で
相
手

を
攻
撃
す
る
な
ど
軽
や
か
な

身
の
こ
な
し
で
チ
ャ
ン
パ

ラ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
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名
称
は

「
森
の
夢
市
民
大
学
」

市
民
大
学
開
校
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開講記怠lシンポジウム
会 fitノ111~宅 Ã.":$!f 付 捻立準備主民会

3
月
げ
目
、
洗
足
学
園
魚
津
短
大
で

開
校
後
の
施
設
利
用
の

一
環
と
し
て
6

h
一
月
に
開
講
予
定
の
市
民
大
学
の
開
校
記

い
一
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
約
7
0

ほ
一
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

わ
一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
公
募
さ
れ
た
大

日
一
学
の
名
称
「
夢
の
森
市
民
大
学
」
を
発

論
一
表
、
学
長
を
務
め
る
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー

斗リ

一
一町
一
の
筑
紫
哲
也
さ
ん
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

て
一
ジ
が
流
さ
れ
「
市
民
大
学
を
自
分
た
ち

討
一
の
手
で
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

I
一
た。

山
一

そ
の
後
、
副
学
長
の
白
鴎
大
教
授
の

崎
一
福
岡
さ
ん
、
キ
ャ
ス
タ
ー
パ
|
ソ
ナ
リ

学
一
テ
ィ
の
蓮
航
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

駄
一
豊
な
記
念
講
演
を
行
い
、
そ
の
韓
舌
は

市
一
参
加
者
を
大
い
に
晴
ら
せ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

3

/
お

関
東
方
面
へ
も
日
帰
り
で
き
ま
す

特
急
「
は
く
た
か
」
魚
津
駅
停
車
が
増
便

3
月
お
目
、

J

R
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
伴
っ
て
関
東
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
利
用
さ
れ

る
特
急
は
く
た
か
号
の
魚
津

駅
で
の
停
車
が
増
便
と
な
り
、

お
祝
い
の
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
く
た
か

号
は
魚
津
駅
に

7
便
増
加
の

加
本
が
停
車
、
下
り
の
最
終

便
の
停
車
も
こ
れ
ま
で
よ
り

1
時
間
余
り
遅
い
午
後
什
時，μ舛

過
ぎ
と
な
り
、
魚
津
市
か
ら

は
関
東
方
面
が
日
帰
り
圏
内

に
な
り
ま
し
た
。

セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
石
川
市

長
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ
ャ
ー

観
光
面
で
い
い
効
果
が
期
待

で
き
る
。
」
と
挨
拶
し
、
関
係

者
と
共
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

く
す
王
を
割
り
で
お
祝
い
し

た
後
、
は
く
た
か
号
の
出
発

を
見
送
リ
ま
し
た
。

ぜ…明記社ふ~::: 

~~ 



学
校
週

5
日
制
の
完
全
実
施
に
合
せ
、
中
学
生
以
下
の
児
童
生
徒
は
、
埋
没
林
・水
族
館

・総
合
体
育
館
・温
水
ブ
ル
・
天
神
山
野
球
場
な
ど
が
無
料
開
放
と
な
り
ま
す
。

~CB 

組綾諮館鈎鎗 f!22ー1049

量舞鶴フオ四ラAIImJ 112aa2 

《ゴールデンウィーク時間延長のお知らせ》
ミラージュランド-水族館・埋没林博物館は、

4月28日(日)""' 5月 6日(月)の期間、開園・開館時聞を
1時間延長して午前 9時から午後 6時までとします。

こ子 む毛nしごpダー
!号室。〉ターと@書館idio'O)手供l匂けイベ〉ト
で布。親二手で3売れでoi出合、けく程、e:L¥ 0 

日
はじまリ 会場

行事名と会場など時間 定員

6目 (士)14:00 つぱめ
入学、進級おめでとう会みんなで
ゲ ムをしてお祝いしましょう。

q日 ()，J 
15:00 こぱと おりがみでシールブック作り

10日T1<) 

10:30 図書館
子供映画
「ドラえもんのび太の南海大冒険」

13日 (:t) 14:00 かもめ
入学・進級おめでとう会 みんなで
ゲームをしてお祝いしましょう。

14:00 つぱめ
ぐみキャンデーを作ろう ぷにぷに
した歯ざわりを楽しもう|

16日 (火)
何日 T1<) 14:00 こぱと 持ち物ラベル作り
18日 (木)

10・30こぱと
入学、進級おめでとう会 パインホッ
卜ケーキでお祝いしましょう。

20日 は)14:00 かもめ
ニ色団子を作ろう
=つの昧を味わってみましょう。

10:30 図書館
お話の会
絵本を読んでもらいましょう。

23自 (火) パソコンで時間割り
24日T1<) 15:30 つぱめ

自分の時間割りを持ってきてね。25日 (木)

23日 (火)16:00 図書館
お話の会
絵本を読んでもらいましょう。

26日 (金)15:30 
かもめ
メルヘンランド

2'7日 (土)14:00 窓やタイルに貼れるかざりを作ろう。

2'7目 は)10:30 図書館
子供映画
忍たま乱太郎「五車の術の段」

• 5日はミラージユランド芝生広場ヘ集合

忍風戦隊 (/{j![jJg3;_ま事ー事司司
午前 11時 30分と午後 2時の 2回開演

5月3・4

全国から霊気楼に関係のある方々が集合!

ゲストとして俳優で気象予報士の石原良

純氏が基調講演し、フォーラムにも参加。

日時 5月19日(日)午後1時から
会場 新川文化ホール大ホール

曇気機属5月間園(出向2(6)国側
全国の霊気楼に関する各種資料等を展示

する霊気楼展を開催します。

会場 新川文化ホール展示ホール

富山園際現代美術鹿
市制施行50周年記念事業として世界6力国

及び日本の作家65名の作品を展示します。
期間 5月 3 日 (金J~12日旧)
会場 新川文化ホール展示ホール

市民のための変化講演会
日時 5月11日(土)午後 2時から
講師 NHK解説委員 田村孝子氏

演題 感動の贈り物

同童む〉タ-0)電話番号と閉館時間・休館巴

こぱと

かもめ
っぱめ 本江

図書館では、読み聞かせボランティアを募集してい

ます。あなたも参加してみませんか。

(詳しくは図書館まで問合せください。)

開館時間と休館日は 21ページをご覧ください。
砂間合せ先 ~22-0462 

f! 24-2402 

f!23-1777 

f! 23-5133 

大町

経団

図
書
館

ミミラーaジュホール。クルー
フリーマーケット出麿者募集
霊気楼フォーラムIn魚津2002開催に合わせて、

フリーマーケ ットを開催! 出居希望者は電

話、 FAX又は郵便でお申し込みください。

開催日 5月 19日(日)

会場新川文化ホール芝生広場

申込み問合せ先 干937-0853魚津市宮津110

新川文化ホール内ミラージュホール・クルー事務局

~ 23 -1123 FAX 23 -0534 

出庖料一般 1，000円 学生・クルー会員無料

(プ口の業者による出屈はご遠慮願います。)

申込み締切 5月17日(金)

(予定出届数になり次第締切ります。)



4周のうおづ
行事国イベント
知つ得情報 1

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

知
っ
得
情
報

歴史民俗博物館開館(11月30日まで無料・無休)

7日 (月)魚津水族館春の写生大会 (1 4日まで )

交通指導員等の委嘱状交付式 (市役所大会議室)

2日 (火)

3日 (7)<) 
富山湾の霊気楼写真展(新川文化ホール29日まで)

魚津建築晶等職業訓練校入校式 (8:30~ 同校)

小学校入学式

4日 (木)
北陸職業能力開発大学校入校式 (10:00~ 新川文化ホール)

魚津准看護学院入学式 ( 1 4:00~ 魚津医師会館)

学校体育施設開放管理指導員任命式 (19:00~ 市役所)

5目 住)
中学校入学式

春の全国交通安全運動出発式 (7 :00~ 魚津神社)

6日 (土)
ワ目 (日)スポーツ少年団総合結図式(9:30~ ありそドーム)

松倉保育園」いのぼり掲揚式 (1 0:00~ 市役所)

8日 (月)交通安全メッセージの伝達(13:20~ 市役所口ビ)

ふれあい無料入浴デイ ( 14:00~ 松 の湯)

q目 伏)イングリッシユサロン (19:00~市役所第1会議室)

10日 (7)<) 若年運転者の交通安全街頭キャンペーン (13:30~ 市役所前ほか)

11日 (木)

12日 (割 局齢者いきいき教室 (13:30~ 諏訪町公民館)

水仙フェスァィパル(長引野地区、14日まで)

13日 (土)魚津特別公演市制 50周年記念
ジャズダンスグループZEAL川名恵巴魚津で踊る!
(1B : 30~ 新川文化ホル 14日は 14:00~ 3，000円)

魚津の朝市 (8:00~ 魚津港魚市場)

ミフーシ"ユ杯家庭婦人バレーボール大会 (8:30~ 総合体育館)

14日 (日)市民親子ふれあいウオーク (9OO~ 市役所前 )

映画で文化を語りませんか (1300~ 市役所第 1 会議室)

市連合婦人会総会 (13 : 30~ 大町公民館)

15日 (月)
高齢者体験型安全運転教室 ( 13 : 30~魚津自動車学校)

(財)魚津市体育協会総会 ( 1800~東京第一ホテル魚津)

16日 (火)

韓議議電噛1'7目 tJ<) 

18日 (木)
1q日 (金)

市制50周年記念写真展『魚津市50歳の足跡』
20日 (:t) (新川文化ホール、 29日まで)

春の苗木・草花即売会 (9 ・ OO~市役所前)

21日 (日)第22回魚津しんきろっマフソン ( g:OO~水族館前)

22日 (月)

23日 (火)局齢者いきいき教室 (13 : 30~ 大町公民館)

24日 (7)<) 緑化木の街頭無償配布 (13:30~ 中央通り)

25日 (木)

26日 (金)
市制50周年記念式典 (10 ・OO~新川文化ホール)

UOZUミフーシ刷ユカップサッカ一大会(中学の部28日まで)

2'7日 出 県春季局校野球大会 (g:OO~ 桃山野球場 5月 3 日まで)

県春季高校バスケットポール大会(10OO~あ リ そ ドーム 28 日まで)

市制50周年記念植樹 (13 : 30~桃山運動公園)

28日 (日)

2q日 (月)ニ市二郡中学生6人制男女バレーボール大会
みどりの白 (9 OO~ ありそドム)

30日 (刈

~@ 

4月1日明。から市のホームページを全面改訂、
アドレスも追加しました。

ー新しました<t) http://www.uoz.jp 

水線 鎗
ft24-4100 

http://www.city.uozu.toyama.jp/suizoku/ 

《参加者募集! )) 

『窮 Vlf園魚漕l~m震飽写室六差益』
題材 水族館の動物や風景

対象 幼児~中学生

期間 4月 1 日(月)~ 4月 14 日旧)

作品の提出締切 4月21日旧)

申し込み受付は水族館受付で行って います。

受付を終えられた方には画用紙をお渡しします。

応募者入館料は無料ですが、 付き添いの方は有

料 となります。

ホタILイカの発予It実験l之参加し定方ヘ
『ホタルイカ発光シール』をプレゼ'ン卜!

5月 26日(日)までの日曜・

祝日にホ タルイ力の発光

実験を行っています。

実験に参加した方には、特

製「ホタルイ力の発光シー

jレ」をプレゼントします。

5月31日(肘までホタルイ力の水槽展示を行っています。

《奮の特間展))5月31日働まで (19種 45匹展示)

『かえる属一λ問鍋』閲館申1

居住民俗館鈎鎗 ft31ー7045

4周1園側かをS開館します 1
冬期間休館してい ました が、 4月 1日から 春 の

訪れとともに開館いたします。

開館時間 9 :OO ~ 1 7 ・ 00 入館料 無料

開館期間 11月末日まで無休

意義諸醐里震鹿4局1271固ト同 9国側
ω ふるきと重量漕再発見付

議会依富鎗全?と122tff1日里?;主
http://www.uincnet.ne.jpFspo-uozu/ 日曜・祝日1000~17:00まで

ありそのランニングコースは 7 日と 27~29 日が利用できません。



圃

l

T
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わ
か
ら
な
い

圃
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ま
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か
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l

T
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ル
プ
デ
ス
ク
開
設

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
の
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

I
T
講
習
を
受
講
し
た
け
れ

ど
:
「
こ
れ
を
聞
き
忘
れ
た
。」

「
こ
こ
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わ
か
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な
く
な

っ
た
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で
き
る
は
ず
な

の
に
ど
う
し

て
?
」
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こ
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い
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き
こ
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I
T
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
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気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
公
民
館

な
ど
で
の
グ
ル

ー
プ
学
習
臼
や
ミ

ニ
講
習
会
に
も
対
応
し
ま
す
。

場
所

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
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内

受
付
時
間

平
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の
午
前

8
時
半
か
ら

午
後

5
時
日
分
ま
で

※
4
月
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明
か
ら
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付
開
始
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問
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せ
先
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T
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

宮
・

問
問
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0
3
9
1

目
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目
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⑥
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市
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言
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の
全
国
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安
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「
安
全
は
ゆ
ず
る
や
さ
し
さ
ま
つ
ゆ
と
り
」

圃
同
四
国

①
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供
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齢
者
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交
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事
故
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止
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シ
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ト
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底

③
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運
転
等
悪
質
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危
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な
運
転
の
追
放

期
間
中
の
特
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4
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幽
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4
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時
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シ
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ベ
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追
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草
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問
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漆
器
居
横
)

午
後

1
時
叩
分
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つ
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じ
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ざ
ん
か

V
問
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先

市
役
所
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階
農
林
振
興
課

宮
幻

・
1
0
3
6

一
水
仙
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

日
時

4
月
日
日
出

・
日
日
同

※
花
の
生
育
状
況
に
よ
っ
て

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場

長
引
野
地
内

水
仙
の
鉢
花
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

終
了
後
は
花
を
摘
み
取
り
ま

す
の

で
お
早
め
に

ご
来
場
く

だ
さ
い
。

J
A
う
お
づ
西
布
施
支
居

41~ .'ll 
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間
A ‘ Eヨ

せ
先

宮
出

・
7
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一
黒
沢
簡
易
水
道
が
通
水
し
ま
し
た
。

通
水
に
伴

っ
て
4
月
よ
り
黒
沢
簡
易
水
道
の
検
針
が
始
ま
り
ま
す
。

検
針
員
が
水
道
メ
ー
タ

ー
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
閣
附
閣
閏

伊
田
昌
子
(
魚
津
市
東
山
)

V
問
合
せ
先

市
役
所
第
二
分

庁

舎

魚

津

市

水

道

局

業

務

係

E
m

-
1
0
1
3
 

火災復興地域下水道および防火建築帯 改 え.，."， 後

地域下水道を利用のみなさんヘ 改定前
経 過措 置 期間

----------H14.4.1IH15.4.1 H16.4.1 .4月検針分から使用料が改定されます。 N15.3.31 N16.3.31 ~ 
火災復興地域下水道使用料 円 円 円 円

ア 水道水による雑排水 1力¥月 10ばまで 128 192 256 320 

1nf増すごとに 26 39 52 65 

イ 井戸その他の雑排水 1nfにつき 26 39 52 65 

防火建築帯地域下水道使用料 円 円 円 円

ア 大便器 1個につき 1か月 410 410 410 410 

イ 小便器 1個につき 1か月 170 170 170 170 

ウ 大小便器 1個につき 1か月 580 580 580 580 

工真成寺町、双葉町、新宿、本町 1丁目
及び 2丁目 の一部については、定額 128 192 256 320 
料金としての 1か月加算額

砂問合せ先 市役所 3階下水道課業務係 ~ 23- 1 03 8 



国民年金の「前納制度」をご利用ください
国民年金の保険料は、4月中に 1年間分をまとめて納付することが

できます。これを「前納Jといいます。
前納すると保険料が割引され、納め忘れもなく大変便利です。

毎月納付した場合
前納金額 差額の年笥合計金額

定額納付 159，600円 156)70円 2，830円

定額+付加納付 164，400円 161，480円 2，920円

ii24-1252 

犬の登録と狂犬病予防注射

ご主人様、

予防注射は忘れずに!

フンの始末も必ずしてね。

魚津社会保険事務所砂問合せ先

。0

一日成人病ドックの

検診料を助成します

~1 年に 1 度は検診を~

魚津市国民健康保険では疾病の早期発見、

早期治療を目的として「一日成人病ドック」を

実施し、検診料の一部を助成します。

受診資格 魚津市国民健康保険に加入してい

る70歳未満の人(国保の資格を有
してから 1年以上を経過した人お

よび国民健康保険税を完納してい

る人)

130名
平成 14年4月1日から

平成 15年2月末日まで

保険証と印鑑をもって保険年金課

窓口で申込みをして下さい。

(受診希望日の2週間前までに)

33，495円のところ助成により自己
負担額は、7，200円となります。

検査医療機関 富山労災病院

検査内容 呼吸器系 ・消化器系

循環器系 ・血液検査など

砂問合せ先市役所 1階保険年金課保険係

ii23-1011 

受診定員

申込期間

申込方法

検査費用

.その他

日 場所 時間 日 場所 時間

4 経団公民館 9 00~10:30 坪野公民館 9 : 00~9 :2 0 
/ 
8 
日本力一バイド厚生会菌 1 0 4ト12 : 00 jt山農村集落センター 9 : 30~9 :5 0 (月)

西布施公民館 1 0 0 O~ 1 0 : 40 農協松倉支所 10 00~10 : 30 

4 天神公民館 1050~11:20 
4 
松倉公民館 1 0 4 O~ 11 : 1 0 

/ / 
9 
新川森林組合 11 30~12 00 

11 
有山公民館 11 20~11 40 (火) (木)

農村環境改善センタ 13 30~14 30 上中島公民館 1 3 : 0 O~ 1 3 : 3 0 

片貝公民館 9:30~9:50 下中島公民館 13 : 50~14:20 

4 道坂公民館
10: 00~1 0・45 設青センター(住吉tJI) 14 30~15 00 

/ 
石垣公民館 11 0ト11: 20 青島三区公民舘 9:30 ~ 11 00 10 4 
T1<) 
大海寺新公民館 11 3 O~ 1 2 : 00 / 日多目的研修センタ 11 15~11: 45 12 

農協上野方支所 13 30~1 4: 30 
(謝
大町公民館 1 3 0 ト1430 

。」の日程で受けられない 4 
魚津市役所 9 : 00~1 2: 00 

場合は、最寄の動物病院で受 / 
14 

けて下さい。 (日)
新川保提所魚津支所 1 3 : 0 ト14 : 30 

。問合せ先

50，000円

800円

30，000円

6，500円

3，000円

100，000円

ご寄付ありがとうございます

砂善意銀行へ

先名明

匡名

清河平三郎

仏国

" -町、』

次の日程で行いますので、お近くの会場で受けて下さい。案

内状が届いた方は、必ずお持ちください。

.費用 6 ， 000 円~ ~ - ~-てプ
内訳登録手数料 3，000円

※登録手数料は、新規登録の
i 射料 2，450円

場合のみ必要です。 I

注射済票 550円

・登録鑑札の再交付は、 1，600円必要です。
-飼い犬の死亡、飼い主の住所、氏名変更の場合は、

市民生活課の窓口に届け出てください。

市役所 1階市民生活課環境係 ii23-1048

20，000円

100，000円

100，000円

50，000円

100，000円

)11縁

浜経団

大字文J毎寺新村

青柳

経団中町

魚津保育園職員一同

三井自動車(株)友の会 天神野新

匿名

砂社会福祉基金へ

(故)折)11 清

浦崎清一

(故)笹部秀知

安田金満

;賓本哲治

北山

お
知
ら
せ

不用品
。もとめます

・双子用うぱ車・ 2段ベッド
・小型冷蔵庫 ・自転車 (26インチ)
0ゆずります・手動式(介護)ベッド
-グランドピアノ・工レクトーン
砂申込み・問合せ先

市役所2階総務課行政係

換ヂ司E
Jら

n23-1019 

暴力団員に関する困りごと出張相談所

4月26日(甜 午後 1時から午後 4時まで
砂会場・問合せ先

市役所 1階市民生活課交通安全係
ii23-1004 

~u 



募集
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内
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観
光
施
設
や
名

所
を
案
内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
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。
市
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・
県

外
の
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光
客
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ん
に
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力
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み
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問
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光
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光
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。
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路
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問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会
(
盛
永
)

8
μ
・3
1
2
3

圃
う
お
づ
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
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2
」
と
し
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7
月
幻
日
か
ら

M
時
間
に
渡
っ

て
野
外
コ
ン
サ
ー
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開
催
し
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営
に
、
協
力
し

て
く
れ
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ま
す
。
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か
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問
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園
魚
津
の
美
し
い
自
然
と
祭
り

圃
写
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ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト

魚
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美
し
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自
然
と
祭
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に
関
わ
る
作
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を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
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の
自
慢
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作
品
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応
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し
て
み
ま
せ
ん
か
!
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・

美
し
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・

平
成
日
年

9
月
以
降
に

市
内
で
撮
影
し
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未
発

表
作
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・
写
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四
切
カ
ラ
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5
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応
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ビ
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両
部
門
合
せ
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中
か
ら

選
考
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ま
す
。
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問
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光
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光
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全面通行止 [水後骨待文考空発的

-・通行止区間

昨年の市長賞作品

V
以
上
の
問
合
せ
先

魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
事
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魚
津
市
総
合
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館
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宮
幻

・
6
5
5
0
(直
通
)
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た
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n
・
1
2
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3

m
n
・
7
4
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|大会運営ボランティアを募集しています|

業務内容 前日選手受付 ・前日会場設営 ・当日選手受付

・アナウンス ・手話通訳 ・駐車場整理 ・給水など

みなさんのご協力をおねがいします。



魚津市民手話教室(入門編)
日時 5 月 2 日 (木)~8 月 1 日(木)

(毎週木曜日午後7時から。計14回)
定員 30人 受講料 850円(テキス卜代)
締切り 4月25日休)
惨申込み・問合せ先・会場

魚津市社会福祉協議会(百楽荘内)

n22-8388 

集募者カ日東;;:;; 室教リズム体操

男性の参加者大歓迎です。

教室名 ソフトエアロビクス
卜ランポビクス さわやか
ウォーキンク リズム体操

対象
局校生からの

中高年の男女 一般男女
一般男女

定員 8 0名 4 0名 6 0名
時間 19 : 20~20:50 1330~15 : 00 1 O:OO~ 11 :30 
会場 魚津市総合体育館

4ハ 0~7/17 の毎週水曜日
4ハ 2~7/19 の毎週

期 日 金曜日 (5/3・5/10
( 5/1・5/8を除く )13回

を除く)13回
受講料 2，000円(保険料 ・入館料を含む)
申込先 魚津市総合体育館 fi2 2 -1 2 6 3 FAX 2 2 -7 4 6 3 

英語でおしゃべりしませんか

イングリッシュサロン
日時 4月9日伏) 午後7時から
会場 市役所第 1会議室
砂問合せ先

市役所2階
企画広報室男女協力 ・国際係

n23-1017 

魚津地域職業訓練センター

受講生募集

|パソコン技術講習|

改正前 改正後

練習 1時間 510円 400円
一般
大会 日 3，060円 2，400円

1コト
学生・生徒 練習 1時間 300円 200円

および児童 大会 日 1，800円 1，200円

付属施設 日召 明 1時間 820円 500円

運動器具 テニスラケット 本 100円 100円

桃山運動公園テニスコートの使用料を値下げします。

桃山運動公園テニスコ 卜の使用料を、 4月 1日から、下記

のとおリ改正しました。みなさん、ぜひ、ご利用ください。

コ ス講習内容自 程

ワプ口 基本操作からビ

(ワー ド) ジネス文書作成 5/7 (*l 
までを習得 ~5/11(却

表計算 基樹剥乍から図 ・

(工クセjレ) グラフ，関数ま 5/13(月)
でを習得 ~ 5/24(金)

インターネット・

インターネット 電子メーjレの基 5/27(月)
本操作から活用~ 5/31闘

」までを習得

fi22-9911 

放

市内小中学校の体育館などを夜間開放しています(日曜・

祝日を除く)。みなさんでご利用ください。

砂問合せ先 市教育委員会スポーツ課 n23-1046 
または各地区の体育振興会

2 

日時 5 月 3 日閤~5 日旧)

会場 新川牧場

和牛ステーキの炭焼きや、地域の農畜産物。また好評の

牧場特製ソフトクリームやジエラー 卜など健康で美味しい

ものが盛りだくさんです。

※フリーマーケットも開催の予定ですo

V問合せ先
新日|育成牧場 fi52-2604 

時間午前9時半から、午後3時半まで

受講料 無料 コース定員 20名
※希望者多数の場合は、抽選となります。

受付期間 4/1 伺l~19闘
申込用紙は魚津地域職業訓練センタ一、

市役所3階 ・商土観光課、魚津公共職業

安定所にあります。

i建築JW-CAD入門|
パソコンを使って、建築用図面(平面図)

を学ぶことができます。

日時 5/14(刈・16同 ・21(刈
• 23附 ・28(刈
午後6時~午後9時

定員 2 0名(申込)1贋)
受講料 5， 0 0 0円(教材費込)

申込方法 電話にて受け付け

申込期間 4/1 (月l~ 3 O(火)

惨申込み・間合せ先・会場

魚津地域職業訓練センター

n24-9579 

桃山運動公園テニスコートクラブハウス砂問合せ先
お
知
ら
せ 開間夜凡又----nH 

施育体校
品l.l，

手・

。。
午前 10時~午後3時

ア 2エームフア新川牧場フ

~@ 



暮

ら

し

の

お
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け

情

報

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

障
害
者
等
の
生
活
行
動
範
囲
の
拡
大
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し

ま
す
。州
国
間
関
阿
川
崎
問
団
閣
間

・
身
体
障
害
者
手
帳

1
・
2
級
で
視
覚
、
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移

動
機
能
の
い
ず
れ
か
に
障
害
を
持
つ
人

・
療
育
手
帳
A
を
持
つ
人

-
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
を
持
つ
人

・
難
病
患
者
で
重
症
患
者
受
給
者
票
(
ピ
ン
ク
色
)
を
持
つ
人

剛
崎
直
也
国

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

魚
津
交
通
、
金
閣
タ
ク
シ
ー
、
桜
井
交
通
、
黒
部
交
通
、

田
園
福
祉
サ

ー
ビ
ス

・
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券

魚
津
石
油
業
協
同
組
合
加
入
居

閣
岡
崎
川
間

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

ま
た
は
重
症
患
者
受
給
者
票
(
ピ
ン
ク
色
)

・
車
検
証
(
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の
み
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

市
役
所
l
階
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

B
n
-
-
0
0
5
 

障害を持つ選手がスポー

ツ大会に参加し、競技を通

じてスポーツの楽しさを体

験するとともに、県民の障

害者に対する理解を深め、

障害者の社会参加の推進を

目的に開催します。みなさ

んの暖かい応援をおねがい

します。

日時 4月27日比)

会場 富山県総合運動公園

陸上競技場(婦中町)

第 2回
富山県障害者

スポーツ大会

就
学
で
お
困
り
の
小
・
中
学
生
に
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
お
困
り
の
小

・
中
学
生
に
、

学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
の
受
付
期
間
一

4
月
5
日
幽

1
日
日
倒

援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

学
用
品
費

・
給
食
費

・
修
学
旅
行
費

・
遠
距
離
通
学
費

医
療
費
(
学
校
病
[
虫
歯
等
]
に
限
る
)

正

直
閣
E
圏

j
附
抑
必

申
請
書
(
学
校
及
び
市
教
育
委
員
会
学
校
界
初

:

↓1
汁

教
育
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要
な
事
項
を
記
心
二
三
関
市

入
し
て
、
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
提
出
可
私

物
流
ー

し
て
く
だ
さ
い
。

)
4
I
l

※
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
再
度
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
o

v問
合
せ
先

市
役
所
第

1
分
庁
舎

2
階
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

宮

山
ω
・
1
0
4
4

※
各
小
中
学
校
で
も
問
合
せ
を
受
け
て
い
ま
す
。

介

護

家

族

の

た

め

の

や

す

ら

ぎ

の

小

旅

行

-
:
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
で
す
:

日

時

4
月
ロ
日
樹

午
前

9
時
叩
分
市
役
所
前
出
発
、
午
後

4
時
頃
帰
着

小
川
温
泉
元
湯

参
加
費

1
人
あ
た
り

1
0
0
0
円

別
名
(
先
着
順
)

申
込
締
切

4
月
8
日
間

V
間
合
せ
・
申
込
み
先

市
役
所

l
階
高
齢
介
護
課

古

川
ω
・
1
0
0
7

行
き
先

定

員ふれあい

無料入浴デイ

日時 4月8日(月)

午後 2時から 5時まで

場所 松の湯(新金屋)

対象者 7 0歳以上の方

※問合せ先は下記まで

~@ 



圃
「
山
火
事
」
防
止
に

聞

ご
協
力
く
だ
さ
い

消防

全
国
的
に
大
規
模
な
山
火
事

が
発
生
し
、
多
く
の
山
林
が
焼

失
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
原

因
の
多
く
は
、

タ
バ

コ
や
た
き

火
の
不
始
末
で
す
。

こ
れ
か
ら
北
陸
地
方
は
、
山

の
雪
溶
け
も
進
み
、
空
気
が
乾

燥
し
て
山
火
事
の
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
す
。
ハ
イ
キ

ン
グ
、
登
山、

山
菜
摘
み
な
ど

平日 9:30""'18:00 
土日 9:30""'16:00

「喜見城之図」

:・開館時間.

で
入
山
さ
れ
る
方
は
く
れ
ぐ
れ

も
次
の
事
に
注
意
し
て
く
だ
さ

.
山
中
で
の
た
き
火
の
禁
止

-
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
禁
止

(
吸
殻
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
)

山
火
事
を
発
見
さ
れ
た
時
は
す

み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

v連
絡
先

魚
津
消
防
署
E
M

・
0
1
1
9

病気を治す・防ぐ効果のある食品の

組み合わせと食べ方で、1週間で体が変わる ! 医療現

場で実践されている健康指導や、身近な食材の組み合わ

せで医学効果が一層高まる、誰にでも簡単においしく作

れる料理のレシピ400点を紹介。

危
険
物
取
扱
者
試
験

と
受
験
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
別

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

試
験
日

6
月
凶
日
同

試
験
会
場

魚
津
高
校

申
込
受
付
期
間

5
月
1
日
体

1
9
日
休

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
た
め
の

準
備
講
習
会

講
習
日

5
月
日
日
同
日
日
闘

会
場

魚
津
市
消
防
本
部

V
以
上
の
申
込
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

E
M

・
0
1
1
9

金
銭
や
土
地

・
建
物
な
ど
の

貸
借
の
紛
争
、
交
通
事
故
な
ど

の
損
害
賠
償
に
関
す
る
紛
争
な

ど
、

い
ろ
い
ろ
の
困
り
事
で
相

談
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
2
日
附

午
前
叩
時

1
午
後
4
時

場
所

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階

ス
タ
ジ
オ
広
場

V
問
合
せ
先

富
山
地
方

・
家
庭
裁
判
所
魚

津
支
部

B
n
・
0
1
6
0

を)(学・小説

化蝶散華 玄惰宗久

ダイスをころがせ1

真保裕

枝の折れた小さな樹

鈴木光司

目下の恋人 辻仁成

心のこり 藤堂志淳子

猛スピードで母は長嶋 有

わたし 坂東員砂子

秘すれば花なり 山崎澄彦

-図書館講座で知識を得ょう

9日ω朗読録音研修会
10日制川柳教室

19日闘古文書解読会

22日(月)魚津読書会

23目別草かなで読む読書会

26日闘 時事英語を読む会

27日出魚津短歌会

28日旧)源氏物語を読み通す会

楽しくえらんでこの一冊 【新着図書から】

を二位
強運の部屋風水 小林祥晃

「できる男Jiできない男」の見
分け方 ますいさくら

それで、儲かるの? 西野武彦

健康診断の「正しい」読み方

吉田和弘

驚異の低インシュリンダイエット

永田孝行

いま聞きたい いま話したい

瀬戸内寂聴 ・山田詠美

いい歳旅立ち 阿川佐和子

ヒ"ック ・ファッ卜 ・キャット

の世界一簡単な英語の本

向山淳子

。児童

基本のケーキとかんたんおやつ

オレンジページ

桃源郷ものがたり 松居直

春の足音 那須正幹

そらはさくらいろ 村上康成

お
知
ら
せ

健軍司住民 13R富
康 E母宅研時Eヨ
セ軒当相修 l島ヨ
ン也諸談セ 16輯S
タ髭温所ン時監温
l タ 30

| 分

第
2
水
曜
日

会
場
は
魚
津
市

⑮

魚
津
地
域

a
n
・
5
0
7
8

9
時

1
日
時

8
M
・
3
9
9
9

9
時

i
口
時

平
土
同
て
支
援
セ
ン
タ
ー

8
M
-
0
4
1
5
 

常
時
(
目
時
間
)
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ

ー

(

西

部

)
S
M

・8
4
8
4

(
東
部
)
窓
口

・
7
8
0
8

開
閉
盟

9
時

i
t

14"" 15Pのお知らせカレンダーも見てね

月
曜
日

9
時

1
ロ
時

軒
刊
保
縫
萌
信
徒
笠
文
所
E
M

・0
3
5
9

悶
悶
同
凶
師
国

9
時

1
口
時

交
通
セ
ン
タ
ー

2
2
・
1
7
4
7

日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
時

1
日
時
(
弁
護
士
会
館
内
)

2
0
7
6
(
4
2
1
)
4
8
1
1
 

富
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

9
時
叩
分

1
凶
時

ω分

8
0
7
6
(
4
3
2
)
2
2
9
4
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( 設ゐæ1 ~ø (f)~臼ゅ aJ3) 
っこ、受診票を送付します。年lこ 1度は 7を! ノ

@集団がん様診
一診日の5BWJie'iこl「診申し込みガキ 山

お申し込みください

実施日 | £ZE =- 場
II 内 合円今唱 料 金 受付時間

23日(刈 |日カ厚生会館 11胃がん 900円 8 : 30~ 9:30 

大腸がん 700円 8 ・ 30~ 9・30
1 3 : 00~14:00 

)|大町公民館 I~子宮がん 800円 1 3 ・ 00~14・。。

5月9日(刻 字Lがん 1 ， 200円 1 3 : 00~14 : 00

※平成14年度中に、40・50・60歳になられる方および70歳以上
の方は無料。子宮がん ・乳がんについては、30歳の方も無料。

@施諮がん様診 l需問診日の5日嗣叶
お申し込みください

施設・申込み先 内容 実施期間 料金 注意事項

胃がん 4~11 月 2，200円 70歳以上は無料。
がん検診受診券が必要

市内医療機関 子宮がん 4~ 3月 1，300円 です。
受診券がない方はご連

大腸がん 4~11 月 1，000円 絡くださし、。

健康センター 大腸がん 4~ 3月 700円 ※40、50、60歳と70歳以上は無料です。

※がん検診は、都合のよい所で受診してください。

職場でがん検診がないのに案内がこない方、または職場で

がん検診があるのに案内が届いた方はお手数ですが、健康セ

ンタ ーまでご連絡下さい。

@富山原アイパシク議室10園祭認怠六会
日時 4月28日(日)13:30'"" 1 
会場 富 山県民会館

内容 講演会「花も嵐も踏み越えて」

講師京唄子氏 (整理券が必要)

問合せ先 財団法人富山県アイバンク事務局

H076 -434 -4710 

@健康倫揚〈生命の隙嘗俄操〉
初必着教室のお知らせ

病気がち ・虚弱な方や健康づくりをしたい方

におすすめの東洋体操です。

期 間 5月8日体:)'"" 7月24日附の毎週水曜日
受講料 700円(テキ ス ト代)

申込み締切り 4月30日(刈
会場・申込み・問合せ先 健康センタ ー

積極的愉養のすすめ

春は出会いと別れが交錯する時

期。この時期には情緒不安にな

ることが多いものです。

「休養」には「休む」面と「養

う」面があリます。

「休」と「養」の 2つの側面を
上手に取り入れ、積極的な休養

をとりましょう。

(質の高い「休みかたJ) 
①メ リハ リのある生活を

②生活のリ ズムを整える

③く つろげる場所をみつける

④ぐっ すり睡眠をとる

(健康度を向上させる「養いかたJ) 
①新し いことに挑戦

②人と触れ合う

③休日を活かす

④おしゃれをする

⑤地域活動 に参加する

⑥旅に出かける

⑦自然とふれあ う

会

問

謙
一

山

相

万
靴
7
一

斗」
0

.

康
訪

室

健
品

数

錫

ゆ

@

伺内容[時間] 実施日

機能訓練 個別 9、16、23日伏)

[9: 30~ 12: OOJ 集団 11、25日(桐

健康運動相談会
25日(木)

[13:00'"'-'13:30J 

脳の活き活き相談会 9、16、23日(火)
[9:30'"'-'11:30J 予約制

*物忘れが気になる、ぼんやりしている事が多い
など、ちょっと気になる方の拒談会です。

~~ 
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一
品
位

与、同》

向付 O~
参加者の募集

月 1回金曜日に育児サロンを開催し

ます。 あなたも参加しませんか!

(ただし、以前に参加された方や、児

童センタ ーの親子教室に参加される

方はご遠慮ください。)

対象 1歳から入園前の親子 20組

受付期間 4月9日比)""'11日(桐
(定員を超えた場合は抽選します。)

〆今、rCJ)び〈カび広場jも
金aJ laじめま寄
「赤ちゃんの身体計測をしたい」

「遊びに行けるところがない」 と

お困りの方、 気軽に子育て支援セ

ンターに来てみませんか?

(参加自由、申し込みも不要)

日時 4月 10日から

毎週水曜日 9:30""'11:30 

(但し、5月 1日は休みます)
内容 身体計測・育児相談や

自由遊びなど

以上 2件の会場・問合せ先
子育て支援センタ- ii24-0415 

(健康センター内)

http://www.city.uozu.toyama.jp/Iくen
|くou/Iくosodate/

_~ I~\ e健康テレホシサービス
長忌 (県保険医協会)ii 076 -判2-0003 

ペの 4月のテーマ

政府の医療制度改革は何をもたらす?

(月) その④ ~サラリ ーマンの方の

健康保険料について~

(火) 子どもへの薬の飲ませ方

(水) 妊娠と太りすぎ

(木) 妊産婦の方の歯科治療

(金) 老人と心臓病

(土・日)乗り物酔いの防止

~~ 

育児サロ ラの様子 (rr# 

属 健康センタ-fi24-3999

@号館館 翻 母子手帳 会場 健康センター

内 令'*' 支サ 象 実施日 受付時間

4 か月児健診
第 l 子

j商 4 か月児 11日(木)
13 OO~13 : 15 

股関節脱臼検診 第 2子以降
13:15~13:30 

1歳 6か月児健診
平成12年 9月生ま

16日(火)13 : 00~13 : 30 
れの児

3 歳 児 健 n圭d会， 
平成10年10月生まれの児に

24日(水)13 : 00 ~1 3 : 30 
事前に案内を送付します

マタニティーセミナー 妊娠初期~中家期の 26日(金)
9 : 00~ 9:15 

(Aコース:妊娠・出志編) 妊婦とその 族 (1日コース)

対 予防接種 融 和票一r
会場 健康センタ一、受付時間 13 : 30"'-' 14・00

対象疾病と対象年齢 実施日 該当地区

ポ リ オ
17日(水)大町・下中島・上中島・松倉

(急性灰白髄炎)
18日(木)上野方 ・本江

生後 3か月
19日(金)経田 ・天神

'"'"' 1 8か月
22日(月)片員 ・加積 ・西布施

23日伏)村木 ・道下

日本か月脳炎 12日(金) 松倉 ・本江
生後36 lJ¥.FI'"'"' 6 0か月

*対象年齢は、望ましい接種年齢を示しています。対象年齢を

すぎた場合は、早めに健康センタ ーへお問い合わせください。

ー 愉目当§医(診療時間/午前9時~制時)

診療日 一 般 医 歯 科 医

7日(日)ピーチクリニック
本 j工

江口おくがわ歯科医院
j工口

fi22-7500 fi22-2607 

14日(日)新 )11 病 院
大光寺 奥川歯科医院 金浦町
岱 24-3800 fi22-0090 

21日(日)魚、 j季 病 院
友道

稲場歯科医院 文化町fi24-7671 fi22-0243 

28日(日)沢口胃腸科クリニック 火の宮町 みのう歯科クリニック 北鬼江fi22 -1748 fi22-0500 

29日伺)桝崎クリニック 北鬼江 寺崎歯科医院上口fi22 -8800 fi22-3619 

5月 大崎クリニック 寿町 みたむら歯科医院吉島3日(創 fi23-1001 fi24-0477 

4日は)青 山 内 科
仏国

米山歯科クリニック 新宿fi25-0250 fi24-7811 

5日(日)i甫田クリニ ック本江 河内歯科医院 下 村木町fi22 -5053 fi23 -1733 

6日(月)j工 幡 医 院
浜経 団

小熊歯科医院
村木町

fi22 -5052 fi24-6567 

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部消防署向側岱54・0731)

診療時間/午後 7 時~11 時 診療科目/内科・小児科・外科
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立
山
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て
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。
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延
槻
川
の
渡
り
瀬
で
水
量
が
増
し
て
鐙
ま
で

浸
か
る
ほ
ど
だ
。

「
波
比
都
奇
」
と
あ
る
の
は
今
の
早
月
川
。

「
久
良
之
毛
」
は

「来
ら
し
も
」
と
読
み
取
ら
れ

「
雪
解
け
水
が
流
れ
て
く
る
ら
し
い
」
と
す
る
説
も
あ
る

こ
の
歌
は
天
平
二
十
年
に
よ
ま
れ
て
い
る
。

は
ひ
っ
き

延
槻
(
現
在
の
早
月
川
)
の
急
流
、
雪
解
け

の
水
勢

一
気
に
横
切
る
騎
馬
の
勢
い
。
越

中
の
実
感
が
迫
る
歌
と
い
え
る
。

(歌
碑
横
の
説
明
看
板
よ
り
抜
粋
)

写
真
上
・

四
十
万

幸

二
氏
撮
影

こ
こ

一
番
⑬

《下
中
島
地
区
》

大
伴
家
持
が
歌
に

川
と
立
山
連
邦

魚
津
水
族
館
の
横
に
、
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
伴
家
持
の
歌
碑
が
建
っ
て

いマ令。
『
立
山
の

雪

し

く

ら

し

も

は
ひ
っ
き
の
川
の
渡
り
瀬

あ
ぶ
み
浸
か
す
も
』

大
伴
家
持
は
、
二
十
九
歳

で
越
中
国
司
と
し
て
奈
良
の

都
か
ら
赴
任
し
、
越
中
の
山

河
と
と
も
に
五
年
間
を
過
ご

し
た
。
万
葉
集
を
代
表
す
る

歌
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
家
持
が
伏
木

の
国
府
か
ら
越
中
国
内
の
巡

視
に
出
て
、
馬
で
早
月
川
を

渡
っ
た
天
平
二
十
年
(
七
四

八
年
)
の
春
に
詠
ん
だ
歌
と

い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
雄
湿

な
歌
い
ぶ
り
は
、
峻
険
な
立

山
連
峰
の
山
容
と
雪
解
け
の

急
流
が
ほ
ど
ば
し
る
早
月
川

を
仲
間
視
と
さ
せ
る
。

歌
碑
は
、
昭
和
二
十
九
年

大
伴
家
持
の
歌
碑
】

に
魚
津
市
文
化
財
保
存
会
が

浄
財
を
集
め
て
、
早
月
橋
畔

に
建
立
し
た
も
の
で
、
の
ち
、

昭
和
五
十
五
年
に
新
水
族
館

の
建
設
に
伴
っ
て
こ
の
敷
地

内
に
移
さ
れ
た
。

高
さ
四

・
五
メ

ー
ト

ル
の

仙
台
石
の
巨
石
に
、
富
山
市

出
身
で
昭
和
三
十
二
年
文
化

勲
章
を
受
賞
さ
れ
た
国
語

・

よ

し

お

国
文
学
者
山
田
孝
雄
博
士
の

筆
で
、
原
文
の
ま
ま
、
次
の

よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
多
知
夜
麻
乃
由
吉
之
久
良

之
毛
波
比
都
奇
能
可
波
能
和

多
理
瀬
安
夫
美
都
加
須
毛
」

下
中
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
、
社
会
奉
仕
活
動
と
し

て
毎
年
こ
の
歌
碑
を
中
心
に

周
辺
の
清
掃
を
行
い

、
ま
た

地
元
三
ケ
で
も
老
人
会
が
定

期
的
に
清
掃
を
行
っ
て
史
跡

の
保
護
顕
彰
に
努
め
て
い
る
。

(
下
中
島
公
民
館
提
供
)

(24} 

現
在
の
歌
碑

|人と自然と文化が共生する元気都市“魚津"I 

鍋
開
宣
開
泊
噸
麓

の
ゆ

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
卒

業
と
新
し
い
門
出
に
胸
膨
ら
む

頃
で
す
が
、
魚
津
市
も
満
印
歳

の
節
目
の
年
を
迎
え
、
新
し
い

出
発
点
と
な
り
ま
す
。
新
し
い

ス
タ
ー
ト
に
は
一
つ
の
目
標
を

設
定
し
、
自
分
に
対
し
常
に
適

度
の
負
荷
を
課
し
、
そ
の
目
標

達
成
に
向
け
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
未
来
に

向
け
て
新
し
い
目
標
を
設
け
ら

れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

市の人口
(平成 14年 2月末現在)

男:22，926人(ー18人)
女:24，494人(-14人)
計:47，420人(ー32人)

世帯数:15，634世帯(-9) 
※力ッコ内は前月対比


